
　　○　評価シートD　（自治体用）

Ｄ．放火火災防止に向けた市区町村・消防の取組みチェックシート

　　　　　　　以下の質問に答えて、放火火災に対する管内の安全性やご自分の組織の取組み状況をチェックしてみましょう。

回答

1 街路灯は、整備されていますか？
　□はい又はほぼ整備されている
　□いいえ

2
神社・寺院や重要史跡等を重点とした放火防止の警戒対策を
講じていますか？

　□はい
　□いいえ

3
スプレーなどによる落書きが多い場所については、すぐに消去
する体制や、落書きを規制する取り組みを行っていますか？

　□はい
　□いいえ

4
最近、地域内で空き巣狙い、暴力事件、ひったくり、痴漢等不
穏な事件が発生していますか？

　□発生していない
　□発生している

5 最近、地域内で放火火災が多くなっていますか？
　□多くなっていない
　□多くなっている

6
空き家・空きビル・空室等で、不法侵入の恐れがある建物があ
りますか？

　□はい
　□いいえ

7
住宅密集地や商店街等には、放火火災防止対策をＰＲしてい
ますか？

　□はい
　□いいえ

8 空き家等の実態調査を行い、防火指導を行っていますか？
　□はい
　□いいえ

9
防火対象物（用途）別の放火火災防止に関するちらしを作成・
配布していますか？

　□はい
　□いいえ

10
監視カメラ等の放火火災対策機器を現に設置し、又は導入を
検討していますか？

　□はい
　□いいえ

11
地域内におけるごみ出しのルールは、守られているようです
か？

　□はい又は概ね守られている
　□いいえ

12
ごみの集積場所のコンテナ化、世帯別回収など、ごみが散乱し
ないような対策を講じていますか？

　□はい
　□いいえ

13
放火対象になりやすい夜間の違法駐車や放置自転車の撤去
について、対策を講じていますか？

　□はい
　□いいえ

14
放火防止の観点から、ごみ出し等について清掃事務所と協力
して対応していますか？

　□はい
　□いいえ

15
道路面の枯れ草等、火災が拡大しそうな危険な場所に対する
放火火災防止対策を講じていますか？

　□はい
　□いいえ

16
住宅用消火器の普及率は高い（概ね６０％以上）と思われます
か？

　□はい
　□いいえ

17 初期消火活動等に関する訓練は活発に行われていますか。
　□はい
　□いいえ

18
火災発生時の初期消火方法・１１９番通報の手順について、住
民に浸透していると思いますか？

　□はい
　□いいえ

19 住宅密集地や商店街等に、街頭消火器を設置していますか？
　□はい
　□いいえ

20
消火栓の上又はその付近に違法駐車が多く見かけられません
か？

　□少ない
　□多い

質問



21
放火火災防止を含めた火災予防に関する講習会等を行ってい
ますか？

　□はい
　□いいえ

22
放火火災の発生状況に応じて、町内会等に警戒パトロールを
行うよう働きかけていますか。

　□はい
　□いいえ

23
放火防止に関して、警察との連携又は情報交換を行っていま
すか？

　□はい
　□いいえ

24
放火火災防止の観点から、タクシー会社、新聞販売店、コンビ
ニ等との連携を図っていますか？

　□はい
　□いいえ

25
マスコミを活用した放火火災防止に関する情報提供を行ってい
ますか？

　□はい
　□いいえ

26
放火防止対策に関し、地域住民の意識・関心は高いと思われ
ますか？

　□はい
　□いいえ

27
車両による広報活動の際、放火火災防止に関するＰＲも行って
いますか？

　□はい
　□いいえ

28 放火火災防止対策マップを作成していますか？
　□はい
　□いいえ

29
放火火災防止を呼びかけるポスターや立て看板等を設置して
いますか？

　□はい
　□いいえ

30
高齢者世帯や寝たきり老人在宅世帯等への放火防止の指導
を行っていますか？

　□はい
　□いいえ

31 放火防止モデル地区を指定していますか？
　□はい
　□いいえ

32
連続放火火災が発生した場合を想定して、警戒態勢等の対策
を講じていますか？

　□はい
　□いいえ

　　全ての回答欄にチェックを入れ終わりましたら、「採点票」を用いて点数を付けてみましょう。　→　「採点票」へ進む



○　採点票　（自治体用）

  先ほどの評価シートＤ（自治体用）でチェックした回答内容と、下表の回答内容が一致

したものだけが得点することができます。

　得点したものについては配点欄に○印を付け、そして、○印で囲んだ得点を中項目

ごとに集計してみましょう。

中項目
質問番号
（小項目）

回答内容 配点
中項目ごとの

合計

1 はい又はほぼ整備されている 25

2 はい 14

3 はい 17

4 発生していない 17

5 多くなっていない 27

6 はい 23

7
はい

17

8
はい

22

9
はい

21

10
はい

17

11 はい又は概ね守られている 23

12 はい 18

13 はい 20

14 はい 20

15 はい 19

16 はい 20

17 はい 21

18 はい 21

19 はい 21

20 少ない 17

点

点

3

可燃物等の
整理

４

火災の
初期対応

1

環境要因

２

敷地・建物への
侵入防止

点

点

施設名：



21 　はい 14

22 　はい 15

23 　はい 15

24 　はい 13

25 　はい 14

26 　はい 14

27 　はい 15

28 　はい 19

29 　はい 21

30 　はい 19

31 　はい 21

32 　はい 20

　　自由意見欄　（回答を終えた感想等をご記入ください）

   中項目ごとの合計点を記入し終えましたら、「評価結果票」を用いてレーダーチャートに中項目ごとの

合計点を転記し、自己評価してみましょう。　　→　「評価結果票」へ進む

５．住民・関係
機関との連携

６．対策実施へ
の

積極性

点

点
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住民・関係機関
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　得点の低い中項目については「対策集例（自治体用）」を参考にして、有効な対策を講じましょう。

　→　「対策集例」へ進む

○　評価結果票　（自治体用）

放火火災防止に向けた市区町村・消防の取組み
評価結果

　　　　採点結果票の中項目の合計点をレーダーチャートに転記してみましょう。

　　　　そして、中項目ごとの合計点の位置を線で結んでみましょう。

（中項目1）

（中項目２）

（中項目３）

（中項目４）

（中項目５）

（中項目６）

点

点

点

点

点

点

対策実施への
積極性



○　対策集例

　　　D.　市区町村・消防本部における放火火災の防止に向けた対策集例

中項目 対　応　策　の　具　体　例

１．環境要因

◆街路灯の整備により、十分な明るさを確保する。
◆無人状態の寺院等の施錠管理を広報で呼びかける。
◆警察や自治会等との連携を強化し、必要に応じてパトロールを実施する。
◆一声運動の有効性を、広報する。
◆放火に備えた地域の連携・協力の重要性をＰＲする。
◆放火監視機器等の導入を検討する。

２．敷地・建物への
　　侵入防止

◆空き室等の所有者に対し、平素の管理を指導する。
◆不法侵入防止策として、広報資料により、敷地の囲い込み、施錠の徹底を
図る。
◆警察や自治会等と連携し、必要に応じてパトロールを実施する。
◆塀等で囲まれていない住宅等の場合は、可燃物の管理を特に徹底するよう
呼びかける。
◆町会・自治会等による主体的な防火・防犯体制の構築を指導する。
◆放火火災多発地域に放火監視センサー等放火防止対策機器の設置を検
討する。
◆監視機器等が作動した場合の初動対応について、地域住民に周知してお
く。

３．可燃物等の整理

◆放火火災防止の観点から清掃業者等と連携し、ごみの夜間回収等の回収
方法を工夫する。
◆ごみ集積場所の定期的に清掃について、広報で地域住民に協力を呼びか
ける。
◆集積場所をコンテナ化する。
◆ごみの流れ回収方式を採用する。
◆自転車等のカゴに可燃物を置かない、広報で注意を喚起する。
◆警察・道路管理者、自治会等との協力による放置自転車等の移動や撤去を
行う。
◆工事現場の囲い込み、無人時の防護柵の施錠について、責任者に指導す
る。
◆工事材料を整理整頓し、廃材等は除去しておくよう指導する。
◆郵便受けから新聞やチラシがはみ出さないよう、業者に依頼する。
◆行政機関が中心となり、枯れ草等の出火危険場所の管理を指導する。

４．火災の初期対応

◆消火器や簡易消火具の設置を推進するよう住民に広報する。
◆消火器による初期消火方法や通報連絡の手順について、訓練や広報を通
じて周知する。
◆炎感知器や住宅用火災警報器の設置を呼びかける。
◆監視機器等が作動した場合の初動対応について、広報活動を通じて地域
住民に周知しておく。
◆地域の実情に応じて街頭消火器を整備する。
◆警察・道路管理者等との協力により放置車両の移動や撤去を徹底する。
◆消火栓付近を重点に不法駐車禁止等を知らせる立て看板等を設置してお
く。



５．住民・関係機関
　　との連携

◆放火火災の危険性に関する町内会等地域住民の認識向上のための研修
会を実施する。
◆広報車、チラシ、ポスター、広報誌、ホームページなどを活用した広範な防
火指導・教育を行う。
◆査察や訓練時における防火指導の機会に放火対策の指導を行う。
◆火災予防運動の一環として職・団員が行う住宅訪問の機会に、放火防止の
警戒心を高める。
◆自治会・警察・消防等が一体となった「市民安全パトロール」を実施する。
◆侵入監視センサーや熱線センサー付き照明器具の導入を呼びかける。
◆放火防止機器が作動した場合の初動対応について、広報活動を通じて地
域住民に周知しておく。
◆放火火災防止に関して、警察・消防・自治会等の情報の交換を実施する。
◆放火火災防止対策推進会議等の活動を積極的に推進する。
◆放火されない・させない運動等の活動を展開する。
◆連続放火事案について、マスコミに情報提供を行う。
◆行政からのお知らせメーリングリストに注意喚起メールを出す。
◆郵便局員、新聞配達員等、地域に詳しい人と連携し警戒する。

６．対策実施への
　　積極性

◆放火されない・させない運動等、地域活動を盛り上げる。
◆放火火災の危険性や危険地域に関するマップ等を作成・配布する。
◆放火火災多発地域には注意喚起のためのポスターや看板を設置する。
◆家庭訪問等による高齢者世帯等の生活実態を把握し、放火防止のアドバイ
スを行う。
◆「防火モデル地区」の設置を促進する。
◆町会・自治会等による防犯・防火体制の整備を支援する。
◆連続放火火災に対する特別警戒体制や部隊運用基準を検討する。
◆消防・自治会・町会の連携による放火火災予防運動を積極的に推進する。
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